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日本歴史時代作家協会 理事会 議事録 

 

日 時 令和 7 年 2 月 27 日(木) 19：00～21：10 

場 所 オンライン･リモート会議 

出席者： 

（代表代行）三田誠広 

（理事）飯島一次、伊多波碧、加藤淳、菊池仁、橘かがり、久宗圭一、森田健司、森川雅

美、理流 計 9 名 

（監査役）柏原弘幸 

（オブザーバー）永田勝久 

 

0. はじめに 

今回より病気療養中の藤原緋沙子代表に代わり、代表代行の三田誠広氏にご出席をい

ただく。 

 

1. 審議事項 

① 電子書籍対策委員会タスクフォースからの答申書について審議する。（継続審議） 

1）狭義の立て直し「新作のコンスタントな出版」を目指して 

◆作家・作品の開拓/開発 

「歴史行路文庫」とは別に、第 2 レーベルの創設する 

a. 小説以外の作品の出版 

b. 合評会を開催して、会員の論評をもとに修正した作品など、短編作品の

出版 

c. 新人作家の発掘、そのための協会主催での「小説講座」の定期的開催 

d. 会員の既出版作品の二次出版 

 

   ◆製作体制の強化 

     a. 技術的施策 

     b. 人材面 

→会員で、Kindle プロデューサー資格を取得した平野周氏から提案された、

氏の個人会社しんよう出版による、Kindle の自費出版企画については引き続

き、タスクフォースで検討する。 

2）広義の立て直し「協会全体の組織体制の強化、その結果としての法人化」 

◆理事以外の活動スタッフ(東京近隣在住者)の増強 

◆事業計画の見直しと再構築 

◆その他の施策 
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3）会員名の Web サイト掲載とそれにともなう会員への許諾メール送信について 

→他団体でも会員名のWeb サイトへの掲載行っており、会員の顔が見えない

という声もあり、今後は所属会員の名前掲載を原則とする。 

現会員に対しては掲載について、メールにて許諾をいただく。 

なお、これまで非公開を希望されている方は非公開のママとします。 

 

② 文学フリマ東京 40（5/11（日）開催、出店料 13,200 円）への参加可否について 

    →参加について、全会一致で承認される認 

→次回の理事会で、出展内容や今後の進め方などを検討する 

 

 

次回理事会は 3 月下旬に対面にて開催予定 

 

以上 


